
※シーサイドいずたがは、10月14日(火)から12月19日(金)まで休館の予定です。
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0198(27)2026 

0240(25)3113 

0287(78)3377 

0287(32)2020 

0279(72)3210 

0279(72)3232 

0279(72)3306 

0279(72)3711 

(予約先)03(3542)0600 

0279(88)2333 

0279(64)2001 

0278(72)3055 

(予約先)03(3842)5381 

0470(95)2111 

0460(５)8800 

0465(68)1251 

0465(62)3341 

(予約先)03(3412)8761 

025(784)2251 

0776(77)2530 

055(253)2611 

055(263)2311 

055(263)1131 

0551(45)0211 

0551(45)0311 

0551(35)3031 

0555(82)2321 

0267(42)5555 

026(275)0338 

0269(34)2221 

0465(62)8221 

(予約先)0120(73)1241 

0557(68)3151 

0557(37)3178 

055(948)1301 

(予約先)0977(25)8111

岩手県(台温泉)

福島県(楢葉町)

栃木県(那須)

栃木県(塩原温泉)

群馬県(伊香保温泉)

群馬県(伊香保温泉)

群馬県(伊香保温泉)

群馬県(伊香保温泉)

群馬県(草津温泉)

群馬県(草津温泉)

群馬県(四万温泉)

群馬県(上牧温泉)

群馬県(老神温泉)

千葉県(安房小湊)

神奈川(箱根湯本)

神奈川(真鶴半島)

神奈川(湯河原温泉)

神奈川(湯河原温泉)

新潟県(越後湯沢温泉)

福井県(芦原温泉)

山梨県(積翠寺温泉)

山梨県(石和温泉)

山梨県(御坂)

山梨県(増富ラジウム温泉郷)

山梨県(増富ラジウム温泉郷)

山梨県(白州)

山梨県(奥河口湖)

長野県(軽井沢)

長野県(戸倉上山田)

長野県(志賀高原ほたる温泉)

静岡県(湯河原温泉)

静岡県(伊豆多賀温泉)

静岡県(網代温泉)

静岡県(伊東温泉)

静岡県(伊豆長岡温泉)

大分県(別府温泉)

花巻パストラルさなぶり荘

楢葉町サイクリングターミナル

カントリーハウスパディントン

会 津 屋

い か ほ 秀 水 園

金 太 夫

ホ テ ル 松 本 楼

ホ テ ル 銀 水

ホ テ ル 一 井

ホ テ ル ス パ ッ ク ス 草 津

湯 元 四 萬 館

辰 巳 館

朝 日 ホ テ ル

ニ ュ ー 小 湊 ホ テ ル 吉 夢

箱 根 湯 本 ホ テ ル

真 鶴 半 島 一 望 閣

元 湯 旅 館 光 陽 館

青 巒 荘

イ ナ モ ト 旅 館

芦 原 パ ス ト ラ ル 青 雲 閣

要 害

ホ テ ル く に た ち

ト ロ ン の 湯

金 泉 湯

不 老 閣

プ チ ホ テ ル 甲 斐 白 州

足 和 田 ホ テ ル

つ る や 旅 館

笹 屋 ホ テ ル

志 賀 パ レ ス ホ テ ル

ホ テ ル 桜 園

シ ー サ イ ド い ず た が

南熱海パストラル松風苑

旅 館 い な 葉

小 松 家 八 の 坊

別 府 パ ス ト ラ ル

一般保養施設施設名 所　在　地 電　　話
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∞
小
平
女
声
合
唱
団
ミ
ニ
コ
ン

サ
U
ト

６
月
29
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
。
中
央
公

民
館
ホ
U
ル
。
無
料
。
愛
唱
歌
、

童
謡
ほ
か
。
ò
畑
野
０
４
２
４

（
58
）
３
７
４
５

∞
中
高
年
初
心
者
の
安
全
登
山

学
講
座

６
月
29
日
（
日
）
午

後
１
時
〜
５
時
。
上
水
新
町
地

域
セ
ン
タ
U
。
無
料
。
市
内
在

住
・
在
勤
の
方
。
定
員
50
人
。

講
師
…
宗
像
吉
延
氏
（
小
川
山

楽
会
）
。
初
級
安
全
登
山
の
話

と
ネ
イ
チ
ャ
U

ク
ラ
フ
ト
教

室
。
先
着
順
。
主
催
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
東
京
ど
ん
ぐ
り
自
然
学

校
。
ò
・
¿
小
平
事
務
局
・
山

田
042
（
３
４
４
）
１
８
７
６

∞
緑
成
会
病
院
健
康
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

６
月
29
日
（
日
）
正

午
〜
午
後
５
時
。
緑
成
会
病
院
。

無
料
。
骨
塩
定
量
、
体
脂
肪
測

定
、
体
力
測
定
ほ
か
（
先
着
50

人
）
。
ò
逢
坂
042
（
３
４
１
）

３
０
１
１
（
平
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
）

∞
第
３
回
お
も
ち
ゃ
図
書
館
こ

っ
ぺ
講
演
会

障
害
児
を
育
て

た
お
父
さ
ん
の
視
点
か
ら
「
地

域
の
中
で
生
き
る
」
こ
と
。
７

月
３
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
。
福
祉
会
館
。
無
料
。

講
師
…
箕
田
一
裕
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
こ
げ
ら
会
代
表
）
。
定
員

80
人
。
要
申
込
。
ò
・
¿
福
本

042
（
３
４
２
）
８
１
９
６

★
は
じ
め
て
の
中
国
語
　
土
曜

日
午
前
10
時
〜
正
午
。
大
沼
公

民
館
。
月
会
費
２
千
円
、
教
材

費
１
千
円
。
外
国
人
講
師
。
ò

高
橋
042
（
３
４
１
）
６
０
５
０

★
書
道
　
華
の
会

第
２
・
４

金
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
。
中

央
公
民
館
。
月
会
費
２
千
円
。

ò
森
江
042
（
３
４
３
）
２
５
７

８

市
政
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聴
き
す

る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
し
て
の

「
市
長
へ
の
手
紙
」
・
「
市
政

へ
の
提
言
」
に
平
成
14
年
度
中

に
２
百
41
件
（
イ
ン
タ
U
ネ
ッ

ト
に
よ
る
「
市
政
へ
の
提
言
」

百
17
件
を
含
む
）
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
す
ぐ
に
対
応
で

き
た
も
の
、
長
期
的
に
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
な
ど
、
数
多
く
あ
り

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
声
を
率
直
に
受
け

止
め
、
今
後
の
施
策
に
役
立
て

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ご
意
見
の
中
か
ら
次
の
内
容

を
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
保
養
施
設

国
民
健
康
保
険
の
保
養
施
設

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
の
保
養
施
設

ご
利
用
く
だ
さ
い 課

税
額
）
と
介
護
保
険
の
費
用

に
充
て
ら
れ
る
介
護
保
険
分

（
介
護
納
付
金
課
税
額
）
を
合

算
し
た
も
の
で
す
。

医
療
保
険
分
は
、
国
保
加
入

者
個
人
ご
と
の
前
年
中
の
所
得

や
保
有
し
て
い
る
固
定
資
産
の

税
額
に
応
じ
て
算
定
す
る
所
得

割
額
、
資
産
割
額
な
ら
び
に
加

入
者
お
よ
び
世
帯
ご
と
に
算
定

す
る
均
等
割
額
、
平
等
割
額
の

合
算
額
で
す
。

介
護
保
険
分
は
、
国
保
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
以
上
65
歳
未

満
の
方
（
介
護
保
険
第
２
号
被

保
険
者
）
の
所
得
割
額
と
均
等

割
額
の
合
算
額
で
す
。

ま
た
、
国
保
税
の
所
得
割
額

の
計
算
で
は
、
住
民
税
な
ど
と

異
な
り
、
扶
養
控
除
、
社
会
保

険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

接
施
設
に
予
約
し
、
被
保
険
者

証
、
国
保
税
を
納
め
た
こ
と
の

わ
か
る
も
の
（
国
保
税
納
税
通

知
書
な
ど
）
を
持
参
し
、
保
険

年
金
課
、
東
部
・
西
部
出
張
所
、

動
く
市
役
所
の
い
ず
れ
か
で
申

請※
予
約
の
際
は
、
小
平
市
の
国

保
利
用
券
を
使
用
す
る
こ
と
を

必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
が
申
請
し
た
場
合

は
、
申
請
に
関
す
る
こ
と
は
代

理
の
方
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く

市
役
所
で
申
請
し
た
場
合
は
、

利
用
券
は
後
日
、
送
付
と
な
り

ま
す
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
２
９

〈
意
見
〉

多
摩
地
区
で
西
東

京
市
や
あ
き
る
野
市
な
ど
市
町

村
合
併
が
進
ん
で
い
ま
す
。
小

平
市
の
合
併
の
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

〈
回
答
〉

小
平
市
長
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

合
併
の
必
要
性
は
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
将
来
は
、

合
併
の
必
要
性
が
生
じ
て
く
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
合
併

の
全
体
像
で
す
が
市
町
村
の
適

正
規
模
は
、
人
口
密
度
の
高
い

地
域
（
都
市
部
）
と
低
い
地
域

（
地
方
部
）
と
で
は
異
な
り
、

人
口
が
１
万
人
に
も
満
た
な
い

町
村
が
多
数
あ
る
の
は
行
政
の

効
率
性
か
ら
も
問
題
が
あ
り
ま

す
。
地
方
に
お
い
て
も
せ
め
て

10
万
人
程
度
を
目
安
に
し
て
は

ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
確
た
る

デ
U
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
人
口

30
万
人
規
模
程
度
の
自
治
体
が

最
も
歳
出
効
率
性
が
高
い
と
言

え
そ
う
で
す
。

ま
た
、
市
町
村
の
区
域
・
面

積
と
し
て
は
、

市
民
生
活
に
必

要
な
公
共
サ
U

ビ
ス
は
そ
の
中

で
完
結
す
る
こ

と
の
で
き
る
規

模
、
つ
ま
り
、

生
活
圏
と
市
域

が
ほ
ぼ
一
致
す

る
こ
と
が
理
想

で
す
。
小
平
市

の
市
域
は
約
20

平
方
キ
ロ
メ
U

ト
ル
、
人
口
は

18
万
人
弱
で
、

多
摩
地
域
で
６

番
目
に
多
い
人

口
で
す
。
こ
の

規
模
は
、
政
治

や
行
政
の
目
も

届
き
や
す
く
、

比
較
的
効
率
的
に
経
営
で
き
る

規
模
で
あ
り
、
地
方
交
付
税
制

度
、
国
・
都
か
ら
の
補
助
金
な

ど
の
制
度
を
最
大
限
に
活
用
で

き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
自
治

制
度
が
変
わ
り
、
市
町
村
が
国

や
都
の
補
助
金
頼
り
で
は
な

く
、
独
立
性
が
強
ま
り
、
執
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務
の

増
加
や
高
度
化
、
権
限
の
付
与

な
ど
の
条
件
が
整
っ
て
き
ま
す

と
、
執
行
能
力
の
高
度
化
、
自

主
財
政
力
の
強
化
、
専
門
的
職

員
の
養
成
な
ど
が
急
務
と
な

り
、
規
模
の
拡
大
は
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
予
想
し
て
お
り
ま
す
。

〈
意
見
〉

児
童
館
の
増
設
を

し
て
ほ
し
い
。

〈
回
答
〉

現
在
の
花
小
金
井

南
児
童
館
は
、
地
域
セ
ン
タ
U

に
お
き
ま
す
児
童
の
た
め
の
機

能
、
高
齢
者
の
た
め
の
機
能
、

集
会
の
た
め
の
機
能
と
い
う
３

つ
の
機
能
の
う
ち
、
児
童
の
た

め
の
機
能
を
高
め
拡
充
し
、
建

設
さ
れ
た
初
め
て
の
小
型
児
童

館
で
す
。

唯
一
の
児
童
館
で
も
あ
り
開

館
以
来
、
１
日
の
平
均
利
用
者

が
百
人
を
超
え
る
ほ
ど
の
人
気

を
博
し
て
お
り
ま
す
。
限
ら
れ

東
京
土
建
小
平
支
部
で
は
、

無
料
で
住
宅
相
談
を
受
け
付
け

る
ほ
か
、
包
丁
研
ぎ
、
工
作
教

室
、
ま
な
板
削
り
な
ど
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
自
宅
の
修
繕
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

と
　
き

６
月
29
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

花
小
金
井
北
公
民

館
、
鈴
木
地
域
セ
ン
タ
U
前
広

場
、
新
井
金
属
店
、
大
沼
一
丁

目
集
会
所
、
東
京
土
建
小
平
支

部
事
務
所
、
学
園
東
町
地
域
セ

ン
タ
U
、
上
水
南
公
民
館
、
福

祉
会
館
前
広
場
、
津
田
団
地
集

会
場
、
多
摩
中
央
信
用
金
庫
小

平
支
店
駐
車
場
、
中
島
地
域
セ

ン
タ
U

後
　
援

国
土
交
通
省
、
東
京

都
、
小
平
市
、
東
京
都
社
会
福

祉
協
議
会
、
東
京
都
信
用
金
庫

協
会

問
合
せ

東
京
土
建
小
平
支
部

ò
042
（
３
４
２
）
２
８
４
６

た
ス
ペ
U

ス
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
セ
ン
タ
U
と
の
併
設

館
で
あ
る
利
点
を
生
か
し
て
効

率
的
、
効
果
的
な
利
用
を
考
え

な
が
ら
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。今

後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
楽
し
く
遊
べ
る
児
童
館

の
運
営
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
花
小
金
井
南
児
童
館

は
、
市
の
東
部
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
中
央
部
や
西
部
に
も
児
童

館
の
建
設
の
要
望
も
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
市
で
は
、
中
央

部
に
今
後
建
設
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
小
川
町
二
丁
目
地
域
セ

ン
タ
U
に
、
技
術
的
に
可
能
で

あ
れ
ば
、
児
童
館
併
設
の
方
向

で
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

市
役
所
、
東
部
・
西
部
出
張

所
、
福
祉
会
館
、
地
域
セ
ン
タ

U
、
図
書
館
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
備
え
付
け
の
提
案
箱
、
ま

た
は
郵
便
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
切
手
を
は
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
市
政
へ
の
提
言
」

を
小
平
市
ホ
U
ム
ペ
U
ジ
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

い
た
だ
い
た
提
言
に
つ
い
て

は
、
市
長
が
目
を
通
す
と
と
も

に
各
担
当
課
で
検
討
し
、
今
後

の
市
政
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

な
お
、
封
書
お
よ
び
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
も
皆
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
匿
名
で
の
ご
提
言
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

広
報
広
聴
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
０
８
、
¿
042

（
３
４
６
）
９
５
０
７

近
所
へ
出
か
け
る
と
き
で
も

か
ぎ
を
か
け
る
な
ど
被
害
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
不
審
者

を
見
つ
け
た
ら
１
１
０
番
通
報

を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ω
高
齢
者
を
ね
ら
っ
た
詐
欺
に

ご
注
意
を

都
内
全
域
で
高
齢
者
を
ね
ら

っ
た
詐
欺
事
件
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
息
子
や
孫
の
ふ
り
を
し

て
高
齢
者
に
電
話
を
か
け
、
お

金
を
だ
ま
し
取
る
と
い
う
手
口

で
す
。
電
話
の
相
手
を
確
認
す

る
な
ど
犯
罪
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

小
平
警
察
署
ò
042

（
３
４
３
）
０
１
１
０

試
験
日

10
月
26
日
（
日
）

申
込
み

７
月
７
日
（
月
）
〜

８
月
１
日
（
金
）
に
、
東
京
都

高
齢
者
研
究
・
福
祉
振
興
財
団

へ
送
付

※
詳
し
く
は
受
験
要
項
（
介
護

保
険
課
、
東
部
・
西
部
出
張
所
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
U
、
都

庁
窓
口
に
あ
り
ま
す
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

東
京
都
高
齢
者
研

究
・
福
祉
振
興
財
団
ò
03
（
３

２
６
７
）
３
１
６
１

∞
楽
笑
会

地
元
寄
席
。
７
月

３
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
７
時
開
演
。
美
園
地
域
セ

ン
タ
U
。
無
料
。
出
演
…
春
風

亭
柳
之
助
、
春
風
亭
昇
乃
進
、

神
田
ひ
ま
わ
り
、
桂
う
ら
ら
。

ò
鈴
木
０
９
０
（
１
７
６
３
）

６
７
７
３

∞
ダ
ン
ス
パ
U
テ
ィ
U

７
月

５
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

９
時
。
福
祉
会
館
市
民
ホ
U
ル
。

会
費
５
百
円
。
オ
U
ル
ダ
ン
ス

タ
イ
ム
。
ò
銀
の
会
・
柴
042

（
３
４
４
）
１
１
７
５

∞
三
中
ア
ザ
レ
ア
コ
U
ラ
ス

三
十
周
年
記
念
コ
ン
サ
U
ト

７
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
開
場
、
２
時
開
演
。
ル
ネ
こ

だ
い
ら
中
ホ
U
ル
。
無
料
。
曲

目
…
女
声
合
唱
曲
集
空
と
ぶ
う

さ
ぎ
・
夏
の
思
い
出
ほ
か
。
フ

ル
U
ト
演
奏
ほ
か
。
ò
華
山
042

（
３
２
３
）
９
２
８
５

∞
学
校
・
職
場
の
い
じ
め
電
話

相
談
員
募
集
と
事
前
学
習
会

７
月
30
日
（
水
）
〜
８
月
３
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

に
行
わ
れ
る
電
話
相
談
ò
042

（
３
５
４
）
９
１
１
１
の
相
談

員
を
募
集
。
初
め
て
の
方
は
事

前
学
習
会
に
参
加
を
…
７
月
13

日
（
日
）・
19
日
（
土
）・
20
日

（
日
）
・
26
日
（
土
）
。
武
蔵
野

公
会
堂
（
武
蔵
野
市
）
。
資
料

代
１
日
分
６
百
円
（
全
日
分
２

千
円
、
18
歳
以
下
無
料
）
。
ò

三
多
摩
「
学
校
・
職
場
の
い
じ

め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
事
務
局
・

橋
本
042
（
３
４
８
）
１
１
２
７

★
写
真
　
仲
町
カ
メ
ラ
同
好
会

講
義
ま
た
は
撮
影
。
第
３
水

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
。

仲
町
公
民
館
ほ
か
。
月
会
費
１

千
円
。
ò
浜
田
042
（
３
４
７
）

６
５
０
７

★
油
絵
サ
U
ク
ル
　
あ
す
な
ろ

第
２
・
４
木
曜
日
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分
。
小
川
公
民

館
。
月
会
費
２
千
円
。
ò
山
田

042
（
３
４
３
）
３
１
０
２

★
書
道
　
虹
の
会

第
１
・
３

金
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
。
花
小
金
井
南
公
民
館
。
月

会
費
１
千
５
百
円
。
ò
小
島
０

４
２
４
（
67
）
１
８
５
５

★
英
会
話
研
究
会

月
４
回
金

曜
日
、
初
級
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
、
中
級
８
時
〜
９
時
30
分
。

仲
町
公
民
館
。
月
会
費
２
千
円

（
教
材
費
別
）。外
国
人
講
師
。
ò

河
野
042
（
３
４
３
）
２
７
７
８

★
指
圧
同
好
会

第
２
・
４
火

曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
。

上
宿
公
民
館
。
月
会
費
２
千
円
。

ò
青
山
042
（
３
２
１
）
７
２
２
９

★
軽
体
操
　
木
曜
会

木
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時
。
花
小
金
井

武
道
館
。
入
会
金
５
百
円
、
月

会
費
２
千
５
百
円
。
ò
中
嶋
042

（
３
４
１
）
９
４
０
９
（
午
後

６
時
以
降
）

★
陶
芸
　
陶
遊
会

第
１
・
３

木
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
。
小

川
公
民
館
。
月
会
費
２
千
円
、

材
料
費
１
千
円
。
ò
森
田
042

（
３
４
５
）
５
１
６
６

★
ニ
ュ
U
ズ
ウ
ィ
U
ク
（
英
文
）

を
読
む
会

月
３
回
水
曜
日
午

後
２
時
〜
４
時
。
津
田
公
民
館
。

無
料
。
ò
櫛
田
042
（
３
２
３
）

１
６
４
６

★
テ
ニ
ス
　
月
曜
会
午
前

月

曜
日
午
前
９
時
〜
11
時
。
上
水

テ
ニ
ス
コ
U
ト
ほ
か
。
入
会
金

３
千
円
、
月
会
費
３
千
円
。
ò

稗
田
042
（
３
４
５
）
０
６
９
８

★
茶
道
　
清
　
会

第
２
・
４

水
曜
日
午
後
１
時
〜
５
時
。
学

園
西
町
地
域
セ
ン
タ
U
。
月
会

費
２
千
円
（
茶
菓
代
別
）
。
裏

千
家
。
ò
芦
田
042
（
３
４
３
）

０
９
０
４

★
鎌
倉
彫
　
木
の
実

第
１
・

３
水
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
。
津
田
公
民
館
。
月
会
費
２

千
円
。
ò
保
戸
塚
042
（
３
４
１
）

８
１
７
８
（
午
後
４
時
〜
７
時
）

★
シ
ル
バ
U
ギ
タ
U
・
サ
U
ク

ル

第
１
・
３
土
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
。
津
田
公
民
館
。
月

会
費
１
千
円
。
ò
小
菅
042
（
３

４
２
）
１
８
３
３

★
環
境
学
習
　
楽
し
く
エ
コ
ラ

イ
フ

第
１
火
曜
日
午
後
２
時

〜
４
時
。
津
田
公
民
館
。
年
会

費
１
千
円
。
ò
山
根
042
（
３
４

１
）
３
９
９
１
（
午
後
４
時
〜

７
時
）

★
子
育
て
　
マ
マ
キ
ッ
ズ

第

２
・
４
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午
。
小
川
公
民
館
。
月
会
費
２

百
円
。
保
育
あ
り
。
ò
大
高
042

（
３
４
６
）
９
２
０
２

★
花
北
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

第

２
・
４
水
曜
日
午
後
８
時
〜
９

時
45
分
。
花
小
金
井
北
地
域
セ

ン
タ
U
。
入
会
金
１
千
円
、
月

会
費
２
千
円
。
ò
楢
本
０
４
２

４
（
61
）
９
２
０
１

★
花
北
謡
曲
同
好
会

第
１
〜

３
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
。

花
小
金
井
北
公
民
館
。
月
会
費

１
千
５
百
円
。
ò
是
松
０
４
２

４
（
62
）
４
７
６
８

★
ハ
U
モ
ニ
カ
　
ハ
U
モ
ニ
U

メ
イ
ツ
小
平

月
３
回
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
。
仲
町

公
民
館
。
月
会
費
１
千
５
百
円

（
教
材
費
別
）。
ò
貞
末
042
（
３

２
１
）
９
５
５
７

★
竹
籐
工
芸
愛
好
会

第
４
金

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
。
小
川
西
町
公
民
館
。
月
会

費
６
百
円
（
材
料
費
別
）
。
ò

尾
崎
042
（
３
４
５
）
５
１
８
８

★
歌
謡
サ
U
ク
ル

第
１
・
３

日
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
。
仲
町
公
民
館
。
月
会
費
２

千
円
（
教
材
費
別
）
。
ò
二
宮

０
４
２
（
５
６
５
）
３
０
６
６

★
中
国
武
術
　
気
真
会

日
曜

日
午
前
10
時
〜
正
午
。
花
小
金

井
武
道
館
。
入
会
金
３
千
円
、

月
会
費
２
千
円
。
ò
誉ほ

ん

田だ

042

（
３
４
４
）
４
０
１
１

掲
載
希
望
団
体
は
広
報
広

聴
課
、
公
民
館
利
用
団
体

は
各
公
民
館
へ

▽
政
治
、
宗
教
、
営
利
不

可
▽
先
着
順
で
受
付
▽
添

削
あ
り
▽
掲
載
後
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す

広
報
広
聴
課
ò
042
（
３
４

６
）
９
５
０
５

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

サッカーの16歳以下日本代表チームに選抜された、

ＦＣ東京ジュニアユースチーム所属で、小平第一中学

校３年生の吉本一謙さんが、６月11日からのイタリア

遠征を前に、市長を表敬訪問しました。「世界で通用

するサッカーを目指します」という力強い吉本さんの

ことばに市長は「小平を代表して頑張ってください」

と激励しました。

サッカーＵ―16
日本代表としてイタリアへ遠征

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で

は
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の

保
養
と
健
康
増
進
の
た
め
に
、

各
地
の
施
設
と
契
約
し
、
利
用

料
金
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
国
民
年
金
福
祉
施
設

の
利
用
に
つ
い
て
も
補
助
し
て

い
ま
す
。

申
込
資
格

市
の
国
保
に
加
入

し
て
い
て
、
国
保
税
を
納
め
て

い
る
方

補
助
額
（
利
用
券
）

▽
一
般

保
養
施
設
…
１
泊
に
つ
き
、
大

人
（
中
学
生
以
上
）
３
千
円
、

子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）
１
千

５
百
円

▽
国
民
年
金
福
祉
施
設
…
１
泊

に
つ
き
、
大
人
（
中
学
生
以
上
）

２
千
円
、
子
ど
も
（
小
学
生
以

下
）
１
千
円

利
用
回
数

１
人
１
回
に
つ
き

２
泊
（
金
泉
湯
、
不
老
閣
、
要

害
は
６
泊
）
ま
で
と
し
、
年
間

（
１
月
〜
12
月
）
で
６
泊
ま
で

利
用
方
法

利
用
希
望
者
が
直

国

保

税

の

し

く

み

平

成

15

年

度

国

保

税

の

変

更

点

納

税

義

務

者

国
保
税
は
、
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
の
加
入
者
が
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費
や

出
産
一
時
金
な
ど
の
費
用
に
充

て
ら
れ
る
医
療
保
険
分
（
基
礎

平
成
15
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
（
国
保
税
）
納
税
通
知
書

を
７
月
９
日
（
水
）
に
発
送
し

ま
す
。

Ω
介
護
保
険
分
の
税
率
改
正

全
国
一
律
の
基
準
に
基
づ
い

て
納
付
す
る
介
護
納
付
金
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
15

年
度
国
保
税
の
介
護
保
険
分
の

税
率
が
所
得
割
額
０
・
70
％
か

ら
０
・
85
％
に
、
均
等
割
額
８

千
６
百
円
か
ら
１
万
円
に
、
課

税
限
度
額
が
７
万
円
か
ら
８
万

円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

Ω
国
保
税
所
得
割
額
の
算
定
方

法
の
見
直
し

平
成
15
年
度
か
ら
国
保
税
所

得
割
額
の
所
得
が
個
人
住
民
税

の
所
得
の
計
算
方
法
と
同
様
と

な
り
ま
し
た
。

fl
給
与
所
得
特
別
控
除
（
上
乗

せ
控
除
の
上
限
２
万
円
）
の
廃

止‡
公
的
年
金
等
特
別
控
除
（
上

乗
せ
控
除
の
上
限
17
万
円
）
の

廃
止

·
青
色
事
業
専
従
者
給
与
等
控

除
の
適
用

‚
土
地
・
建
物
な
ど
を
譲
渡
し

た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
等
特

別
控
除
の
適
用

月

　

割

　

課

　

税

年
度
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）

の
途
中
で
加
入
ま
た
は
脱
退
し

た
場
合
は
、
年
間
の
税
額
を
月

割
で
課
税
し
ま
す
。

月
割
の
対
象
期
間
は
、
国
保

の
資
格
を
取
得
し
た
月
か
ら
資

格
を
喪
失
し
た
月
の
前
月
ま
で

の
月
数
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
分
は
、
国
保
の
加

入
月
数
に
対
す
る
介
護
保
険
第

２
号
被
保
険
者
の
月
数
と
な
り

ま
す
。

Ω
年
度
中
に
40
歳
に
な
る
方

４
月
以
降
７
月
10
日
ま
で
に

40
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
に
つ
い

て
は
、
７
月
９
日
に
発
送
す
る

納
税
通
知
書
に
は
介
護
保
険
分

の
国
保
税
が
月
割
で
算
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
７
月
11
日
以
降
に

40
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
の

介
護
保
険
分
の
国
保
税
は
、
40

歳
到
達
月
の
翌
月
を
め
ど
に
更

正
分
（
追
加
分
）
の
納
税
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
。

Ω
年
度
中
に
65
歳
に
な
る
方

年
度
中
に
65
歳
に
な
る
方
の

介
護
保
険
分
の
国
保
税
は
、
今

回
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書
に

は
す
で
に
月
割
後
の
額
で
計
算

さ
れ
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
、

世
帯
主
で
す
。

世
帯
主
が
社
会

保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
場

合
で
も
、
そ
の

世
帯
に
国
保
加

入
者
が
い
る
と

き
は
、
世
帯
主

が
納
税
義
務
者

と
な
り
ま
す

（
こ
の
場
合
、

世
帯
主
の
所
得

な
ど
は
国
保
税

の
計
算
に
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
）。

な
お
、
世
帯

主
が
国
保
に
加

入
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
一
定

の
要
件
の
も
と
届
け
出
に
よ

り
、
住
民
基
本
台
帳
上
の
世
帯

主
と
は
別
に
国
保
加
入
者
を
国

保
上
の
世
帯
主
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

納

期

内

の

納

付

国
保
税
を
納
期
内
に
納
付
し

て
い
た
だ
か
な
い
と
国
民
健
康

保
険
を
運
営
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
税
の
納
付
に
ま
だ
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

な
い
方
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

風
水
害
や
火
災
な
ど
の
理
由

で
一
定
の
基
準
に
該
当
し
、
な

お
か
つ
資
産
・
能
力
な
ど
を
活

用
し
て
も
生
活
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
国
保
税
を
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
３
０

合

併

に

つ

い

て

児

童

館

に

つ

い

て

第
26
回
住
宅
デ
ー

無
料
住
宅
相
談
な
ど

自

衛

消

防

訓

練

審

査

会

小
平
消
防
署
で
は
、
市
内
の

事
業
所
を
対
象
に
自
衛
消
防
技

術
を
競
う
審
査
会
を
開
催
し
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ん
の
見
学
、
応

援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
　
き

７
月
４
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
正
午
　
小
雨
決
行

※
荒
天
の
場
合
は
７
月
９
日

（
水
）
に
延
期
。

と
こ
ろ

丸
井
研
修
セ
ン
タ
U

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
花
小
金
井

５
―
６
―
24
）

参
　
加

市
内
の
事
業
所
の
自

衛
消
防
隊
30
隊
（
１
隊
３
人
）

問
合
せ

小
平
消
防
署
予
防
課

指
導
調
査
係
ò
042
（
３
４
１
）

０
１
１
９

高

齢

者

の

交
通
事
故
が
増
加

交
通
事
故
死
亡
者
の
約
３
割

が
高
齢
者
で
占
め
ら
れ
、
主
に

夜
間
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
次
の
事
に
注
意
し
、
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▽
止
ま
っ
て
い
る
車
の
前
や
後

ろ
か
ら
の
横
断
は
や
め
る

▽
横
断
す
る
と
き
は
、
横
断
歩

道
を
利
用
し
、
左
右
の
安
全
を

確
認
し
て
か
ら
渡
る

▽
夜
間
は
、
運
転
者
に
よ
く
目

立
つ
よ
う
、
明
る
い
色
の
服
や

反
射
材
（
リ
フ
レ
ク
タ
U
）
を

身
に
付
け
る

問
合
せ

小
平
警
察
署
ò
042

（
３
４
３
）
０
１
１
０

犯

罪

か

ら

身

を

守

ろ

う

Ω
空
き
巣
な
ど
に
ご
注
意
を

今
年
の
空
き
巣
の
被
害
は
、

５
月
14
日
現
在
で
78
件
と
、
市

内
全
域
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

市

長

へ

の

手

紙

専
用
は
が
き
設
置
施
設


